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機
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会

４
　
調
査
担
当
者
　
井
藤
　
徹
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森
田
克
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５
　
遺
跡
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種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
弥
生
時
代
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
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概
要

大
蔵
司
遺
跡
は
、
高
槻
市
の
西
北
部
に
あ
り
、
史
跡

・
嶋
上
郡
衝
跡
の
北
約

一
ｋｍ
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
は
北
摂
山
地
の
山
間
か
ら
原
盆
地
を
経
て
、
奈

佐
原
丘
陵
の
東
辺
を
か
す
め
な
が
ら
南
流
す
る
芥
川

の
東
側

に
広
が

っ
て
お

り
、
こ
の
芥
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
真
如
寺
川
が
形
成
し
た
沖
積
地
上
に
立
地

し
て
い
る
。
規
模
は
南
北
八
Ｏ
Ｏ
ｍ
。
東
西
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
と
考
え
ら
れ
、
標
高
は

二
三
ｍ
を
二
八
ｍ
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年
に
は
じ
め
て
発
据
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
、
古
墳
時
代
の
住
居
址
や
奈
良
時
代
頃
の
倉
跡
等
を
検
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
昭
和
五
三
年
に
は
、
弥
生
時
代
の
住
居
址

。
大
濤
を
は
じ
め
、
奈
良
時
代

の
掘
立
柱
建
物
跡
等
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
遺
跡
の
東
辺
部
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

府
立
芥
川
高
校
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
の
三
地
区
に
分
け
て
お
こ
な
っ
た
。

こ

の
う
ち
遺
構
を
検
出
し
た
の
は
Ａ
地
区
の
み
で
、
鎌
倉
時
代

の
水
田
址

・
枕

列
、
平
安
時
代
の
濤

。
柵
状
遺
構
、
奈
良
時
代
の
濤
等
が
認
め
ら
れ
た
。
遺
物

は
弥
生
土
器

・
土
師
器

。
須
恵
器

・
黒
色
土
器

・
瓦
器
等
の
上
器
類
と
多
く
の

木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
の
種
類
と
し
て
は
、
平
安
時
代

の
濤
か

ら
、
木
簡
ω

・
仏
像
片

。
下
駄
が
、
奈
良
時
代
の
濤
か
ら
、
木
簡
②

。
③
を
は

じ
め
と
し
て
、
祭
祀
具

・
食
膳
具

。
履
物

・
農
工
具
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
検
出
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
Ｂ
地
区
の
自
然
流
路
等
か
ら
、
奈
良
時
代
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
祭

祀
具

・
食
膳

具
等
が
検
出

さ

れ

て

い

る

（別
表
）
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弥
生
時

代
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営
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れ
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遺

跡
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、

芥
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換
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衝
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跡
と
南
北
に
対
峙
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
遺
跡
地
内
に
式
内
社
を

擁
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
も
、
今
後
注
目
す
べ
き
遺
跡
の
一
つ
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
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木
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・
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①
は
呪
符
の
よ
う
な
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
墨
痕
が
薄
く
判
読
で
き
る
も
の
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大蔵司遺跡出上の木製品

は
少
な
い
。
②
は
付
札
で
、
上
下
に

一
対
の
切
り
込
み
を
有
す
る
。
③
は
細
片

に
な
っ
て
お
り
、
復
原
す
る
も
判
読
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
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